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「お葬式」考 Ⅱ

です。例えば、80 歳を２度繰り返すより、
160 年続けて陽気ぐらしへの道を歩んだ方
が、より早く目的地に着けるのではないか
ということです。

しかし、親神は人間を “ 無性生殖ではな
く有性生殖で子孫を繁栄させる存在 ” とし
てつくられました。泥海（いのちの根源の
細胞のスープ？）の中から夫婦の雛型を見
出して、その原夫婦が逐次場所・環境を変
えて生み出した子供たちを、生まれかわり
出かわりして成人するようになされました。
単に細胞分裂によりいのちを繋いでいくの
ではなく、“ この世の地と天とを象って夫婦
をこしらえた ” と、男と女が二つ一つで力
を合わせて生きていく存在として人間をつ
くられたのです。

単に親のクローンを作るだけの無性生殖
では、そのいのちが何億年続いても同じも
のしかできませんが、有性生殖であれば、
遺伝的多様性が得られ、様々な環境に適応
できる子孫をつくることができます。その
結果、人間の可能性・楽しみが増えるし、
それを見る親神もまたうれしく感じられる
のです。つまり、人間が有性生殖を行い、
各個体が不死ではないことが、この世を単
細胞的な退屈なものにせずに、多種多様な
文明・文化の花が咲く進化をもたらすため
の重要な要素であると考えられるのです。

換言すれば、“ 誰もが死を忌避することと
死を避けえないこと ” が、陽気ぐらしをこ
の世で実現するための必要条件だというこ
とです。そして、その人間の “ 生の喜び・
楽しみを味わい進化をする為に死別の悲し
みを味わう ” というパラドックスを解消す
る方策・手立てが、出直しの教理であり葬
儀の執行ではないかと思う次第です。

死ぬことを「出直し」といい、“ 古い着
物を脱ぎ棄て、新しい着物に着替えるよう
なもの ” と教えられる天理教で、なぜ葬式
を行うのか？　人の死は終わりではなく再
生への出発点である。悲しいことではなく
むしろ喜ばしいことであるはずなのに…喪
に服すなどというのはおかしいのではない
か？と問われたことがあります。

しかるに、そういう問いを発する人が、
自分の身内や親しい人の死に接した時に、
悲しむことなく晴れやかな顔をしていられ
るかというと、決してそうではないでしょ
う。いわゆる三人称の死を語るのと、二人
称の死に接してそれを語るのでは、全く違っ
た話になるのです。

死が身近に感じられるようになった時、
人は誰もがそれを忌避しようとします。も
し、死が恐ろしいものでなければ、誰もが
さっさとこの世と別れを告げて、天国や極
楽などに行こうとするかも知れませんが、
そうではないのは、この世こそが人間の存
在する場所だと決められているからです。
この世を離れては存在できないので、誰も
がこの世と別れるのを恐れるようになって
いる。つまり、人間は、この世で陽気ぐら
しをするがために、死を忌避するようにつ
くられているのです。

他方、死んで別の世界に行くのではな
く、またこの世に戻ってくるのなら、出直
しのプロセスは不要ではないか？　そのま
まずっとこの世で生き続けた方が、陽気ぐ
らしに早く到達できるのではないか？とい
う意見があります。新生児から大人になる
までのプロセスの時間とエネルギーを考え
れば、何度も生まれかわってゼロから始め
るのは非効率的ではないか？という考え
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